
付録：IoTデバイスの初期設定・準備

応用プログラミング演習（計測処理）
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1IoTデバイスの初期設定・準備

1. Arduino UNOの準備

2. Arduino Cloud Agent のインストール
- 無料ソフトウェア

1. Arduino Cloud アカウントの作成
- 無料で登録可能
- クラウドによるデータ管理
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2

組み立てキット

IoTデバイスの初期設定・準備

IoT Explore Rev2 Kit

• MKR WiFi 1010 Arduinoボード

• MKR IoT Carrier Rev2
組み込みセンサー、ディスプレイ、ボタン、リレーなどを内蔵

• 土壌水分センサー ＆ 人感センサー（PIR）
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3IoTデバイスの初期設定・準備

※ 「 Carrier ( キ ャ リ ア ) 」 と は 、 セ ン サ ー や
Arduinoボードを取り付けるための基盤のこと

IoT Explore Rev2キットの開封
と組み立て

1. キットの箱を開ける

「キャリア（Carrier）」を確認
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4IoTデバイスの初期設定・準備

キャリア等を取り除き、
その他の機材を確認
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5

 ケース
MKR WiFi 1010 board
人感センサー
土壌湿度センサー
 USB cable
各種コネクタ類

IoTデバイスの初期設定・準備

構成部品を確認
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6IoTデバイスの初期設定・準備

The MKR WiFi 1010

MKRボードの取り出し
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7IoTデバイスの初期設定・準備

MKRボードをキャリアに取り付ける

• MKR WiFi 1010 ボードのピンを、IoT
キャリアのスロットに差し込みます

• 正しくまっすぐ差し込むこと（無理に押し
込まない）
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8IoTデバイスの初期設定・準備

• ピンが見えないことを確認
（正しく接続された場合）

• 赤枠で示された部分を
しっかり奥まで差し込む
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9IoTデバイスの初期設定・準備

• MKRボードをしっかり押し込む

この「くぼみ」は後でボードをケースに設
置する際の位置合わせに使用

• 反対側を確認
ボードとキャリアが正常に接続さ
れていることを確認



九州大学UIプロジェクト Kyudai Taro,2007

10IoTデバイスの初期設定・準備

ケースに収納
(突起のある側にくぼみを向けて配置）

3つのネジ穴が利用可能
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11IoTデバイスの初期設定・準備

ドライバを用いてネジで固定する

しっかり取り付けられたことを確認
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12IoTデバイスの初期設定・準備

ケースのふたを閉じる
（突起のある側にくぼみを向けて配置）

ツメ(３カ所)が閉まっていることを確認
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13IoTデバイスの初期設定・準備

上部を確認する

ディスプレイとタッチボタンが見えていることを確認
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14IoTデバイスの初期設定・準備

USBポートを確認する

USBポートの向きとケースの開
口部が一致していることを確認
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15IoTデバイスの初期設定・準備

USBケーブルを接続

これでプログラミングの準備は完了



九州大学UIプロジェクト Kyudai Taro,2007

16注意事項（重要）

- デバイスとPCをつなぐUSBケーブルは抜いてかまいません。

- ただし、プログラムをデバイスに「書き込み中」（PCから
Arduinoにプログラム送信処理中）は抜かないでください。
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17IoTデバイスの初期設定・準備

1. Arduino UNOの準備

2. Arduino Cloud Agent のインストール
- 無料ソフトウェア

1. Arduino Cloud アカウントの作成
- 無料で登録可能
- クラウドによるデータ管理
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18

パソコン
（PC）

クラウド
（Arduino IoT 

Cloud）

クラウドを利用するために、まずユーザアカウントを作成する。
アカウントごとにデータやプログラムが区別され、クラウド上で管理・保存される。

IoTデバイスの初期設定・準備
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19IoTデバイスの初期設定・準備

クラウドをサポートする無料ソフトウェア
• IoT に便利

クラウド経由でキットにプログラムを書き込む
• スケッチコード（プログラム）はどこからでもアクセス可能

キットからクラウドへデータを送信
• 可視化やさらなる処理に利用できる

クラウドからキットを制御
• 遠隔地にある IoT デバイスの操作に便利

Arduino Cloud Agent
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20IoTデバイスの初期設定・準備

以下のリンクからソフトウェアをダウンロード：
https://cloud.arduino.cc/download-agent

「DOWNLOAD」ボタンをクリック
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21IoTデバイスの初期設定・準備

このインストーラーファイルをダブルクリックして実行

インストーラーファイルの確認

おそらく以下のような名前のファイルがみつかります。
ArduinoCreateAgent-1.6.1-windows-x86-
installer.exe など
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22IoTデバイスの初期設定・準備

セットアップを進める

「Next >」をクリック
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23IoTデバイスの初期設定・準備

セットアップを進める

チェックボックスにチェックを入れる
（ソフトウェア使用許諾契約への同意）

「Next >」をクリック

（ライセンス契約の内容と同意のチェック欄）
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24IoTデバイスの初期設定・準備

セットアップを進める

インストール先のフォルダを確認
（通常はそのままでOK）

「Next >」をクリック
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25IoTデバイスの初期設定・準備

「Next >」をクリック
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26IoTデバイスの初期設定・準備

「Finish」をクリック
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27IoTデバイスの初期設定・準備

ダウンロードページを更新する

このように表示されるはず

※Arduino Cloud Agentのインストール後にブラウザのダウンロード
ページを更新すると、正常にインストールされたことが確認できる
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28

Click the icon 

このアイコンをクリックして
Arduino Cloud にアクセス

IoTデバイスの初期設定・準備

トレイアイコンを確認
• 新しいアイコンが表示される

「Arduino Cloud Agent」のアイコンを確認



九州大学UIプロジェクト Kyudai Taro,2007

29IoTデバイスの初期設定・準備

1. Arduino UNOの準備

2. Arduino Cloud Agent のインストール
- 無料ソフトウェア

3.  Arduino Cloud アカウントの作成
- 無料で登録可能
- クラウドによるデータ管理
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30

Click to go to Arduino Cloud

This webpage will open

Click the icon 

IoTデバイスの初期設定・準備

新しいアカウントを作成

「Create your account（アカウントを作成）」
をクリックし、画面の指示に従ってサインイン
(指示に従って簡単に進められる。）

※クリック後、アカウント作成ページが開かれます



九州大学UIプロジェクト Kyudai Taro,2007

31

新しいアカウント設定
がここに表示される

IoTデバイスの初期設定・準備

IoTプラットフォーム
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32

最近使用したスケッチや
デバイスなどへのアクセス

IoTデバイスの初期設定・準備
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クラウド上でスケッチ
ファイルを作成・編
集・保存 する

IoTデバイスの初期設定・準備
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IoT Devices & Things

IoTデバイスの初期設定・準備
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35

利用可能なコードを閲覧

IoTデバイスの初期設定・準備
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36

学習教材（Learning
Material）を閲覧

IoTデバイスの初期設定・準備
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37

他のツールとの連携
（上級者向け）

IoTデバイスの初期設定・準備
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38

無料プランの制限やアップ
グレードオプションを確認

IoTデバイスの初期設定・準備
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39ArduinoおよびArduino Cloud Agentの利用方法

• Sketchのコンパイルは、ハードウェア未接続の状態でも実行可能です。
ただし、無料プランでは、Sketchのコンパイルは一日25回までに制限されます。

Arduinoのデバイス未接続の状態でも可能なこと：

• クラウドに保存済みのデータへのアクセス

Arduinoのデバイスが必要なこと：
• Sketchをデバイスにアップロードする（プログラムを書き込む）こと
• センサーを用いたデータの計測
• デバイスの登録や状態確認（Serial Monitorを利用）

本演習では、同時に利用できるArduinoの数に限りがあります。
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40

パソコン
（PC）

Arduino
MKR IoT
Carrier

クラウド
（Arduino IoT 

Cloud）シリアル通信
（USB有線）

WiFi通信
（無線）

IoTデバイスの初期設定・準備

次に、実習で使用するマイコンボード（Arduino MKR 1010）をクラウドに登録する。
この登録を行うことで、ArduinoがWiFiを通じてクラウドと通信できるようになる。
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41

「Devices（デバイス）」
を選択

「Add Device（デバイ
スを追加）」をクリック

IoTデバイスの初期設定・準備

MKRキットをUSBでパソコンに接続する
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42

ここをクリック

IoTデバイスの初期設定・準備

このオプションの選択を推奨
• 本演習のMKRボードに適正した設定
• プラグアンドプレイ方式に対応
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43

ここをクリック
（USBを通して接続する)

IoTデバイスの初期設定・準備
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44IoTデバイスの初期設定・準備

選択
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45IoTデバイスの初期設定・準備

選択
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46IoTデバイスの初期設定・準備

何か名前を決めて入力
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47IoTデバイスの初期設定・準備

セットアップ中
(数十秒程度)
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パソコン
（PC）

Arduino
MKR IoT
Carrier

クラウド
（Arduino IoT 

Cloud）シリアル通信
（USB有線）

WiFi通信
（無線）

「Things」の設定

① クラウド上に「変数」（計測データを入れる箱）を作成（変数は「Thing」の中にまとめて保存される）
② センサーによる計測値を変数に送るためのプログラムを作成（第5章で詳細を学習します。）

クラウド上に「Things」という収容スペースを作成

※クラウド上で、変数、デバイス(Arduino)、ダッシュボード等を
管理する入れ物を作成し、それを「Things」と定義している。

次ページから、実際に「Things」を作成します。

③ 変数をクラウドと連携し、Arduinoからの計測データがクラウドに転送されるようにする
 本資料の「ThingにArduinoを紐づける」を参照ください。
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49「Things」の設定

ここでは、一例として、

• 温度センサーを用いて気温を測定
• 得られたデータをクラウドに保存

を行うための設定について説明します。
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50

名前を変更

1．“Thing”を作成する



九州大学UIプロジェクト Kyudai Taro,2007

51

分かりやすい名前に

ここをクリック

1．“Thing”を作成する

温度を計測するプログラムを作成する。
ここでは、”Temperature _Things”等の内容を把握しやすい名前を入力
(名前は一例です。）
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52

スケッチタブへ移動

1．“Thing”を作成する
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53

何もないことを確認

セットアップタブへ移動

1．“Thing”を作成する
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54

変数を追加

2．Thingに変数を追加する
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1秒ごとに更新するように設定

登録名を入力
（ここでは Temperatureと入力）

Read Only を選択

ここを押して変数を追加
On change: 値が変わったときに更新
Periodically: 一定時間ごとに更新

Floating Point Number
（浮動小数点）型を選択

2．Thingに変数を登録する
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変数が追加されていることを確認

スケッチタブへ移動

更新されている

2．Thingに変数を登録する
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スクラッチが生成されて
いることを確認

temperature変数
に関する設定が追加

2．Thingに変数を登録する
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58

ここをクリック

3. ダッシュボードを作成する
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59

分かりやすい名前に変更

名前変更後、ここをクリック

3. ダッシュボードを作成する
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60

Chapter 1                   Chapter 2                      Chapter 3                                 Chapter 4               Projects

Addをクリック

“Gauge”で検索

Gaugeを選択

4. ダッシュボードにウィジェットを追加する
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名前を変更
(Temperature)

ここをクリック、
ウィジェットに変数を紐づける

4. ダッシュボードにウィジェットを追加する
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ここをクリック

Temperatureを選択

4. ダッシュボードにウィジェットを追加する
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変数”temperature”が紐づけられたことを確認す
る

ここをクリック

4. ダッシュボードにウィジェットを追加する



九州大学UIプロジェクト Kyudai Taro,2007

64

これでダッシュボードの
作成は完了

ここをクリックして、
Thingへ移動

4. ダッシュボードにウィジェットを追加する

Things の設定はこれで完了
 次にThingsとArduinoの紐付けを行います。
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ここをクリック、
作成したThingに
Arduinoを紐づける

5．ThingにArduinoを紐づける
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ここをクリック

5．ThingにArduinoを紐づける
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675．ThingにArduinoを紐づける

紐づけられていることを
確認
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685．ThingにArduinoを紐づける

クリック
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695．ThingにArduinoを紐づける

クリック

ThingsとArduinoの紐付けはこれで完了
 次に、温度測定用のスケッチを準備します。

（サンプルを用意しているのでそれをご利用ください。）
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706. サンプルをダウンロードして利用する

2_Temperature_measurement.ino 
をダウンロードする。

本講義のMoodleページを開く

※ 補足：.inoはArduinoスケッチの拡張子です

このファイルの内容については５章で説明します。まずは利用してみましょう。
ダウンロードしてテキストエディタで中身を開いてください。
（Windows環境であれば、拡張子を .txtに変更してクリックください。）
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先ほど設定したThingsを開く

Thingsの名前が表示される デバイスの名前が表示される

6. サンプルをダウンロードして利用する
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“temperature”を選択

“Sketch”をクリック
6. サンプルをダウンロードして利用する
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736. サンプルをダウンロードして利用する

このファイルの中にThingsの設定が書き込まれている。

このファイルの中身を下記ほどテキストエディタで開いた「2_Temperature_measurement.ino」の内容に差し替える。
2_Temperature_measurement.inoの中身をコピーして、このファイルに上書きしてください。
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746. サンプルをダウンロードして利用する

以上でスケッチの準備は完了です。
• スケッチの中身を編集したい方は「7. クラウド上でのスケッチの編集・コンパイル」

を参照ください。

• すぐにクラウドに接続したい方は「8. 無線LANを用いてArduinoとクラウドを同期」を
参照して、Arduinoに無線LAN設定を入力ください。

設定が全て完了したら、Arduinoにスケッチを送信して書き込みを行ってください。

※ Arduinoにスケッチを送信する方法は「7. クラウド上でのスケッチの編集・コンパイル p.77」を確認ください。

※ クラウドに保存されているデータ取得方法は「５章 計測器によりデータを取得する」を参照ください。
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75

 「Sketches 」タブには
コードや関連ファイルの
一覧が表示される

MKR WiFi1010ボード
が接続されていることを
確認する。

7. クラウド上でのスケッチの編集・コンパイル
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スケッチをコンパイルし、文法エラーな
どを確認できる。Arduinoが接続さ
れてなくても機能する。

7. クラウド上でのスケッチの編集・コンパイル
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スケッチをコンパイルしてから、接続し
ているarduinoに書き込みできる。
ArduinoがUSBで接続されている
必要がある。

7. クラウド上でのスケッチの編集・コンパイル
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ボードから送信さ
れたデータを確認・
監視する

 「 Sketches 」 タ ブ
にはコードや関連
ファイルの一覧が表
示される

7. クラウド上でのスケッチの編集・コンパイル
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サンプルコード
が表示

7. クラウド上でのスケッチの編集・コンパイル
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使用可能なライブラリ
のリポジトリ

7. クラウド上でのスケッチの編集・コンパイル
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現 在 の ス ケ ッ チ
(Sketches)が表示

以上のように必要に応じて、編集コンパイルください。

7. クラウド上でのスケッチの編集・コンパイル
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828. 無線LANを用いてArduinoとクラウドを同期

ArduinoのWiFi接続設定を行う（Arduinoとクラウドを無線で接続する）

ここをクリック
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利用可能なWiFiネットワーク名(SSID)を入力する
※ 利用なWiFiは2.4GHz帯(11g)のみ

ここをクリック（これで、インターネットに接続し、
クラウドにデータを送ることが可能）

8. 無線LANを用いてArduinoとクラウドを同期

SSIDは「Enshu1」または「Enshu2」を選択ください。
接続パスワードは別途お伝えします。
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• 複数のPCからデバイスをセットアップした場合、デバイス上では最後にセットアップした人のものと
して登録された状態になります。

• 一度つないだDevice情報は Cloud Agent に保存され、名前も残りますが、デバイス側では
最後にセットアップした人の設定になっています。

複数名でArduinoを共用する場合の注意事項

• そのため、他の人が接続した後に2回目以降の接続をするときは、デバイスをPCに接続した
後、”Devices”からデバイスを一度削除し、自分の環境で再度セットアップし直してください。

←以前つないでいたが
別の人がつないだデバイス

①

②
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